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This study is part of a larger project aimed at clarifying the structure of words used in prayers and 
examining how each word is related to mental health. We conducted a web-based survey, targeting 
208 people (112 men, 94 women, two non-responders, M age = 37.05, SD = 15.12). The cluster 
analysis yielded six types of words used in prayers (i.e., pledge, intercession, bargaining, gratitude, 
pledge/gratitude, and others). The correlation between the frequency of prayers, types of words 
in prayers, and locus of control (LOC) revealed that the higher the internal LOC, the higher the 
frequency of prayers and prayers with pledges. The analysis of the relationship among the types 
of words used in prayers, the situation in which one prays, and specific words used in prayers 
revealed that prayer types are associated with different situations and specific words used in the 
prayers.  

 
日本では，特定の宗教に対する信仰心の減少

に伴って神仏を拝む頻度自体は減少している

ものの，それでも 79％は拝んでいると報告され

ている（小林，2019）。祈る対象の指定がなけれ

ばその割合はさらに増加する可能性もあり，単

純に祈る人が減少しているとは言い切れない。

また，特にアメリカでは世俗化が進み，生活の

中で宗教が重要ではないと考える人が増加し

ていることが指摘されている（Smith, 2021）。 
しかし，信仰の有無にかかわらずアメリカ成

人の67%が祈っていることが明らかとなってお

り（Cox, 2021），祈りには必ずしも所属宗教の教

義に対する信念が伴うとは限らないといえる。

さらに，世界 59 ヵ国を対象に祈りの頻度につ

いて尋ねた調査では，59 ヵ国の合計平均が 70％
を超え，各国の大多数の人々は祈っていること

が示されている（Haerper et al., 2022）。このこと

からも，信仰の減少にかかわらず祈りは個人を

対象に重要な役割を担っていることが明らか

である。Masters & Spielmans（2007）も，人々の

祈る行動が何十年もほとんど変化していない

ことを示しており，宗教の価値観や在り方は大

きく変化しているが今後も祈りへの関与は広

く維持されると指摘している。 
祈りの一般的な定義は，Heiler（1918 丸山・

宮嶋訳 2018）による「すべての宗教の核心であ

り，信仰者と人格神の対話であり，かつ生きた

交わり」である。Heiler の定義を中心に，これ

までさまざまな定義が試みられてきた（Meravi
glia, 1999; 中村・河野，2006）。宗教学辞典（1
973）では「祈りとは広義において人間と神との

内面的交通，生ける人格的接触，対話」であり

「祈りをあらゆる宗教現象の中心とみる」とあ

る。これらの祈りの定義は提唱者によって異な

る表現ではあるが，人格神が前提とされている

こと，祈りが宗教と強く結びつく行為として捉

えられていることが共通している。しかし，祈

りの実態から，必ずしも人格神が前提になると

はいえず，自然や宇宙あるいは内なる神聖性な

どの非人格的な超越者も想定される。また，超

越的存在とのコミュニケーションであるとい

うことまでしか定義されておらず，より具体的

な祈りの定義づけがなされていない。 
そこで，本研究では祈りを「人格的または非

人格的な絶対的超越者の存在を前提として，何

かに注意を集中することで，自己や他者や世界

の存在の様態を自己の内面で変革しようとす
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る行為」（宇野，2014, pp.673）とする。 
 祈りは生活満足度，楽観性，心理的幸福感と

正の相関があることが明らかにされている（M
altby et al., 1999; Poloma & Pendleton, 1989, 
1991）。さらに，祈りは不安，うつ，否定的な感

情の症状と負の相関があることが分かってい

る（Koenig, 2007; Poloma & Pendleton, 1989, 1
991）。このように，祈りには心理的にポジティ

ブな効果があることが明らかであるが，なぜポ

ジティブな効果をもたらすのか，祈りと精神的

健康との関係のメカニズムについてはほとん

ど研究されていない（Black et al., 2015）。 
 祈りの研究は，実証研究，文献研究問わず欧

米主導で活発である。実証研究では，他者のた

めに他者に代わって神に祈る執り成しの祈り

（Intercessory prayer）の研究が最も盛んである。

この祈りでは，神への信仰と，神によって祈り

が叶えられることが前提とされている。  
Dossey（1995 大塚訳 2003）は，執り成しの

祈りを中心に数々の実証研究を取り上げ，祈り

の効果について多角的に考察した。そして，祈

りがさまざまな療法と併用されることで治癒

力を高めると主張した。ただしここでは祈りの

効果を示唆した実証研究はあるものの，効果が

生じるメカニズムの解明には至らず評論レベ

ルで論じられている。また，祈りを指示的な祈

りと非指示的な祈りに分けて精神的健康との

関連について検討した先行研究もある。玉井

（2006）は，非指示的な祈りの方が精神的健康

を高めると予測して実験を行ったが結果はそ

の予測を支持せず，実験に協力的であった群の

精神的健康が高まったことが確認された。積極

的に祈ることは精神的健康に効果があるとい

うことが分かったが，なぜ効果があるのかとい

うメカニズムまでは明らかではない。 
Masters & Spielmans（2007）は，執り成しの祈

りを扱うのではなく，自然に発生するメカニズ

ムという観点から心理学的に祈りの効果を概

念化することに着目するべきであると指摘し

ている。しかし，現状の祈りの研究はこれらが

未検証であり，確固とした結論を出すのに十分

な経験的データがないといえる。また，執り成

しの祈りの研究は，方法論・理論・倫理・神学

的な観点からも批判されている（Chibnall et al., 
2001）。例えば，方法論の問題としては，対象者

の心理的対処メカニズムについて確認されて

いない，祈り方が参加者の自由であり特定され

ていない，個人の祈り方が確認されていないな

どが挙げられる。  
 以上のような批判からも，祈りの研究におい

て祈り方は重要な要因であるといえる。これま

でに祈り方は，文献研究を通じて分類，整理さ

れてきた。例えば，Heiler（1918 丸山・宮嶋訳

 2018）は祈りの類型論において祈りの形態や

内容，祈る者の人格など多角的な側面から祈り

を 9 類型に整理している。Pargament et al.（19
88）は，祈りの中で神に語りかける人々の態度

に着目し「受動的態度」「協力的態度」「自己管

理的態度」という 3 つのスタイルの宗教的対処

法を提示した。Poloma & Pendleton（1989）は，

個人の祈りの活動から祈りを「瞑想的な祈り」

「儀礼的な祈り」「請願の祈り」「口語的な祈り」

の 4 類型に分類している。 
 祈りの分類を踏まえた研究として，Poloma & 
Pendleton（1989）は祈りの種類と QOL の関連を

検討した。5 種類の QOL を従属変数，4 種類の

祈り，祈りの頻度，祈りの経験を含む 6 つの祈

りの尺度を独立変数とした重回帰分析を行っ

た結果，口語的な祈りだけが幸福の予測因子で

あることが明らかとなった。瞑想的な祈りは，

2 種類の QOL と中程度に関連し，請願の祈りは

QOL と関係が見られず，むしろより多くの精神

衛生上の問題と関連することを見出した。儀礼

的な祈りは否定的な感情に影響を与えること

が示された。 
この祈りの種類と精神的健康に関して，Black 

et al.（2015）は自己開示の観点から説明してい

る。口語的な祈りと精神的健康は，祈る人が自

分の言葉で思慮深く神に自己開示するため正

の関係を示すと理論づけた。儀礼的な祈りのよ

うに定型化されたフレーズと異なり，より自然

体な会話であるため，悩みについて祈りながら

決断や目標を整理することができる。一方，請

願の祈りは神への自己開示がし難い祈りのス

タイルであるとしている。また，自分の内的状

態への気づきは情報開示をするかどうかの意

思決定プロセスの一部であるが，請願の祈りは

祈り手が自分の内的状態を振り返ることを必

要としない。したがって，口語的な祈りと精神

的健康との正の関係は，神への自己開示によっ

て媒介されると結論づけた。 
祈りの種類と精神的健康の媒介として考え
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られている自己開示は，セルフコントロールと

強く関連することが示されている（Yu, 2014）。
セルフコントロールは，長期的な目標のために

誘惑に負けない能力を表し（De Ridder et al., 
2017），身体的・精神的健康，ウェルビーイング

の向上と有意に関連することが明らかとなっ

ている（Botha & Dahmann, 2022）。 
Langan-Fox et al.（2009）は，達成動機と心理

的幸福感におけるセルフコントロール，自己開

示，Locus of control の影響に着目して検討した。

Locus of control（LOC; Rotter, 1966）は，個人の

統制の所在を明らかにするものであり，出来事

の結果の原因が自分に存在し自分のコントロ

ール下にあると考える傾向を内的統制，原因を

自分以外の何か（他者や運など）にあるとして

自分のコントロール下にないと考える傾向を

外的統制という（鎌原・樋口・清水，1982）。一

般的に，内的統制がより望ましいとされている

が，外的統制は問題を表出させやすいため社会

的支援を受けやすいとの指摘もある（木下， 
2018）。 

Langan-Fox らによる分析の結果，達成動機の

不調和がもたらす負の効果（すなわち，低い生

活満足度や高い抑うつ状態）は，セルフコント

ロールと自己開示が高いレベルで，外的統制が

低いレベルである場合に軽減されることが示

された。高いレベルのセルフコントロールを有

しているほど，目標進捗の認識が強く（Stavrov, 
2020），内面化および外面化の問題が少ないこ

とも分かっている（Flores et al., 2020）。また，内

的統制は行動の先延ばしと負の相関を示すが，

外的統制は先延ばしと正の相関を示すことが

分かっている（Zarzycka et al., 2021）。   
Friesea & Wänke（2014）は，このようなセル

フコントロールの特徴に着目し祈りとの関連

について検討している。祈りが複数の様式でセ

ルフコントロールに役立っていることを示し，

短時間の祈りがセルフコントロールの枯渇を

緩和したことを明らかにした。つまり，祈りに

はセルフコントロールの調節機能があるとい

える（Cahn & Polich, 2006）。 
以上のように自己調整能力に関係するセル

フコントロールは，自分の人生にある程度の影

響力を持っているという信念に依存すると考

えられ（Stavrov, 2020），出来事のコントロール

感覚に関する人々の信念を表した LOC と概念

的に関連している（Bandura, 1977）。また，セル

フコントロールと LOC は，人々の行動を理解

する上で重要な性格特性であり，人生の成功を

予測するという点で両者は共通するものであ

る（Botha & Dahmann, 2022）。 
内的統制とより高いレベルのセルフコント

ロールは，質の高い労働成果，経済的ウェルビ

ーイング，健康的なライフスタイルと身体・精

神に関する 17 のウェルビーイングに関連して

いる（Cobb-Clark, 2015）。したがって，LOC は

精神的健康と関連しているといえる（Groth et al., 
2019）。LOC が健康に影響を与えるメカニズム

の 1 つがセルフコントロールであり，内的統制

である人は，平均してより高いセルフコントロ

ールを報告することから両者が関連するとい

う理論が支持されている（Botha & Dahmann, 
2022）。 
人々のコントロール感覚が後の行動に影響

を与えることは明らかであり，その能力を表し

ているセルフコントロールと祈りの関連は検

討されている（Zarzycka et al., 2021）。しかし，

コントロールできるかどうかの信念である

LOC と祈りの関連を直接検討した研究はない。 
そこで本研究では，心理学的な概念として祈り

と精神的健康との間の媒介因子として可能性

のある LOC に着目した。祈りは精神的健康と

正の相関を示すが，この背後に考えられる理由

については実証研究がなされていない。 
また，以上で述べた祈りの研究は，研究のサ

ンプルが患者やキリスト教信者で構成されて

いるなど偏りがあり，その他の宗教や祈りの実

態が考慮されているとはいえない。棚次（1998）
は，祈りの研究がキリスト教主導の宗教学研究

の影響を強く受けていることから，そのような

暗黙の了解自体が問い直される必要性がある

と指摘している。さらに，小林（2016）は，近

年は祈りが必ずしも宗教への信仰を前提とし

ていない個人的な行為へと変遷していること

を示している。信仰の有無にかかわらず祈る人

が多いという特徴は，型にはまった定例的な祈

りが人々を満足させるのではなく，個人の自由

な祈りの重要性を示唆するものであり，祈りに

は個人差が存在するといえる。祈りは混沌とし

た未分化の概念として扱われているが（Brando
n & Steven, 2010），個人の祈りに着目すること

で祈りを分化し，それぞれの効果の心理学的作
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用や要因を検証する必要がある。 
 個人の自由な祈りを心理学的に扱うために，

本研究ではあらゆる祈りのタイプに共通する

祈りの構成要素である祈りの言葉の語尾（以下，

祈りの言葉と略す）に着目した。特に高次の存

在に集中する瞑想的な祈り以外では，祈る際に

苦悩や悲しみの直接的表現である言葉が多用

されているといえる。実際，超越者と祈り手に

よる会話形式である口語的な祈りが最も多い

ことが分かっている（Poloma & Pendleton, 1989）。
Heiler（1918 丸山・宮嶋訳 2018）は，祈りの研

究で最も重要な資料は祈りの言葉であると指

摘しているが，従来の研究では内容や活動，儀

礼の分類に限られる（Heiler, 1918; Pragament, 
1988; Poloma, 1989）。祈りの言葉を直接分類し

た研究や個人の祈りの言葉に基づいて祈りを

分類した研究は見あたらない。 
また，祈りの言葉と関連深い祈りの内容は変

わりゆくものであるが，祈りの言葉の語尾は個

人の中で定型があると考える。したがって，個

人の心理状態を反映している可能性が高いと

推測する。そこで本研究では，Heiler（1918 丸
山・宮嶋訳 2018）による分類，祈りに関する一

般書籍（石井，2015; 岡田，2018），自力・他力

という概念などを参考に祈りの言葉の分類を

行った。なお一般書籍も参考にする理由として

は，祈りは宗教者などの特定の職業や地位にあ

る人々のみの行為ではないため，一般の人々に

広く読まれ，祈りの実態を反映していると考え

られる一般書籍も検討対象とした。水谷・鎌田

（2021）は，実態に則した祈りの出版物が増加

しており，現代の祈りに関するルポルタージュ

も少なくないと指摘している。  
Heiler の分類からは，誓願，請願，感謝の祈

り方が見いだされる。また石井（2015）は，あ

らゆる祈りの現場にいる人々に取材をするこ

とで祈りを多角的に検討しており，その中では

「－するので－してください」という取引と考

えられる祈りの言葉も見受けられた。さらに岡

田（2018）においては感謝と誓いを立てること

が重要であるとの記述が繰り返しなされてい

る。また，自力・他力の概念は，一般的に理解

されている自分の力で望みを達成する自力と，

他人の助力を得て望みを達成する他力を考え

た場合，これらはそれぞれ「誓願」と「請願」

の祈りであるといえる。以上のことから，祈り

の言葉は大きく「－します（誓願）」「－してく

ださい（請願）」「－するので－してください（取

引）」「－してくれてありがとうございます（感

謝）」の４つに分類できると考えられる。 
祈りの言葉を分類し LOC との関連を検討す

ることで，祈りのメカニズムの解明に寄与する

とともに，特定の宗教に依拠しない祈りの共通

性を導き出すことが可能になると考えられる。 
また，これまでの研究で見出された祈りのタイ

プと精神的健康のメカニズムを明確に理解す

ることができるかもしれない。 
祈りの科学的研究は，祈りが精神的健康に影

響を与えることを明らかにしているが，そのメ

カニズムについては実証研究がなされていな

い。 
祈りの効果に個人差が生じる要因の 1 つとし

て個人の祈りの言葉が影響していると推定さ

れる。個人の祈りの言葉が特別な意味を持って

いると推定されるにもかかわらず，祈りの言葉

を扱った研究は見あたらない。 
そこで本研究では，異なる祈りの言葉を用い

ることが精神的健康にどのような影響を及ぼ

すかを明らかにするために，祈りの言葉と LOC
の関連を検討することを目的とする。一連の研

究の手始めとして自由記述による回答を中心

とした祈りの言葉，祈りの言葉と LOC との関

連について調査を実施する。また，祈りの言葉

と祈る場面，その場面での具体的な言葉との関

連についても探索的に検討する。 
本研究では，以下の 2 つの仮説を構築した。 
仮説 1: 課題に接近するが社会的支援を受け

難い内的統制にとって，特に祈りは心の拠り所

となると考えられるため，内的統制が高いほど

祈る傾向にある。 
仮説 2: 「－します」という祈りをする人は， 

LOC の内的統制が高い。一方「－してください」

という祈りをする人は，外的統制が高い。「－す

るので－してください」「－してくれてありが

とうございます」という祈りをする人は，前者

は自分と超越的存在との協働であり，後者は実

現したことに対する感謝であるため LOC との

相関がみられない。 

方 法 

 目的に沿って，Google フォームを使用し祈り

の言葉の分類に関する調査を行った。本研究は，
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学内の研究倫理審査委員会の承認を受けて実

施された。以下，回答者，調査の実施方法，ア

ンケートの構成を説明する。 
 調査対象者は，機縁法で選定した 208 名（内

訳は男性 112 人, 女性 94 人, 無回答 2 人, 15 歳

から 68 歳までの平均年齢 37.05 歳, 標準偏差

15.12）。調査時期は 2022 年 5 月 25 日から 6 月

21 日で調査開始時に文書で説明合意を得てお

り，謝礼は提示していない。回答は無記名で行

われ，実施時間は約 5 分であった。 
質問内容は，祈りに関する 4 つの項目と成人

用一般的 LOC 尺度（鎌原・樋口・清水，1982），
フェイスシートを設定した。具体的には，まず，

祈りの頻度について把握するために「あなたは，

信仰にかかわらず日常生活の中で祈ることが

ありますか」と尋ね「1. まったく祈らない」か

ら「4. いつも祈る」の 4 件法で回答を求めた。

「1. まったく祈らない」と回答した調査対象者

には以下の設問は飛ばして LOC 尺度の回答に

進むよう指示した。次に，祈りの場面を明らか

にするために「あなたはどういう場面でお祈り

することが多いですか。複数ある場合は，最近，

最も強く祈った場面を 1 つ書いてください」と

いう質問に自由記述形式で回答を求めた。また，

次項目の祈りの言葉との関係を確かめるため

に，その場面での言葉について「その時，具体

的にどのような言葉でお祈りしていますか」と

尋ね，自由記述形式で回答を求めた。最後に，

普段の祈りの言葉を明確にするために「あなた

の祈り方は次のうちどれに近いですか。項目ご

とに近いものを選択してください」と指示し，

「－しますという祈り方（誓いを立ててお祈り

する）」「－してくださいという祈り方（超越的

な存在に嘆願する）」「－するので－してくださ

いという祈り方（前者 2 つの祈り方を併せ持つ）」

「－してくれてありがとうございますという

祈り方（感謝の祈り）」について「1. そのような

祈り方はしない」から「4. いつもそのような祈

り方をする」の 4 件法で回答を求めた。また，

上記以外の祈りの言葉を使用する場合は自由

記述形式で回答を求めた。 
LOC 尺度（鎌原他，1982）は，個人の統制の

所在を明らかにする尺度である。Rotter（1966）
の LOC 尺度を日本人に適応できるように改善

された。計 18 項目で構成され「1. そう思わな

い」から「4. そう思う」の 4 段階の選択肢で評

定を求める形式である。本研究における α 係数

は.790 だった。18 項目中，逆転項目である 9 項

目との合計点数をもってLOC得点（18～72点）

を算出する。LOC 得点が高いほど統制の所在を

自分自身に帰属する内的統制であり，低いほど

自分以外の運や他者に帰属する外的統制，その

間は内的統制と外的統制の両方の考えを併せ

持つ中間であることを意味する。フェイスシー

トでは，性別・年齢・職業の記入を求めた。 

結 果 

まず祈りの頻度および祈りの言葉の平均・標

準偏差と相関の結果を示す（Table 1）。次に祈り

の言葉のクラスタ分析の解析結果を記述し，結

果を基にそれぞれに命名を行う。最後に LOC と

祈る頻度，LOC と祈りの言葉の相関分析の結果

について述べた後，クラスタ化された祈りの言

葉と祈る場面，その場面での具体的な言葉の対

応分析の結果を提示する。 
祈りの言葉の項目得点を用いて，Ward 法によ

る階層的クラスタ分析を行った。「－します」と

「－してくれてありがとうございます」の 2 つ

の祈りの言葉が高いクラスタ，4 つの祈りの言

葉のいずれかのみが高いクラスタ，すべてが低

いクラスタの 6 つが確認された。なお，「－しま

す」は「誓願」，「－してくれてありがとうござ

います」は「感謝」，「－してください」は「請

願」，「－するので－してください」は「取引」， 

M(SD) 1 2 3 4 5
1.祈りの頻度 2.81(1.10) 1.00
2.「－します」 2.34(1.17) .33 ** 1.00
3.「－してください」 2.37(1.10) -.12 -.21 ** 1.00
4.「－するので－してください」 1.85(1.03) .07 .06 .27 ** 1.00
5.「－してくれてありがとうございます」 2.84(1.13) .37 ** .24 ** -.14 + .00 1.00
** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

Table1 祈りの頻度，祈りの言葉の記述統計 
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全てが低いクラスタは「非該当」として命名し

た。クラスタを独立変数とした分散分析および

多重比較の結果を示す（Table 2）。 
LOC と祈る頻度の相関分析を行ったところ，

内的統制が高いほど祈る頻度が高いことが明

らかとなった（Table 3）。また LOC と祈りの言

葉を相関分析した結果，内的統制が高い人ほど

自分の祈りを「－します」という誓いを立てた

祈りであると認識していることが分かった

（Table 3）。 
KH-Coder（樋口，2020）を使用してクラスタ

化された祈りの言葉と祈る場面，その場面での

具体的な言葉の対応分析を行った。まず祈りの

言葉と祈る場面は，出現回数 2 回以上の 99 語

のうち差異が顕著な上位 70 語を分析に使用し

た（Fig. 1）。以下の図は，対応分析による各祈

りの言葉に特徴的な抽出語の分布を示してい

る。図中の原点（0, 0）からみて同じ方向にある

概念同士がより強く関連している。 
「誓願と感謝」と関連がみられたのは，朝と夜，

毎日であった。何かの節目や朝晩または月，1 年

の初めという祈りの場面が定期的に生じてい

た。「感謝」は，病気，先祖と関連がみられた。

自分だけでなく自分以外の人が困難になった

ときにも祈っていた。「誓願」は，前（大事な場

面の前），神社，神棚と関連がみられた。祈る場

所が明確に示されていた点が特徴的であった。

「取引」は，ない（頑張らなければならない・

どうにもならない・したくないとき），困難（な

状況）と関連がみられた。自分ではどうにもな

らないような大きな困難に直面した時に祈っ

ていた。「請願」は，試合，試験や入試，手術と

関連がみられた。試験や試合などの身近な場面，

勝負事で祈る傾向があった。 
次に，クラスタ化された祈りの言葉と上記の

場面で述べられた言葉との対応分析による，各

祈りの言葉に特徴的な抽出語について述べる。

出現回数 2 回以上の 113 語のうち差異が顕著な

上位 80 語を分析に使用した（Fig. 2）。なお特定

の宗教で使用されている言葉は，図中の通り A，

B，C と置き換えて表記した。 

祈りの頻度 .33 **

「－します」 .20 **

「－してください」 -.15 +

「－するので－してください」 -.07
「－してくれてありがとうございます」 .19 *

** p  < .01, * p  < .05, + p  < .10

    LOC

「－します」

M 3.50 3.77 2.39 1.16 1.21 1.07
SD .51 .45 .87 .37 .43 .27
Z .99 1.22 .04 -1.01 -.96 -1.09

「－してください」

M 1.82 2.15 2.75 3.59 1.21 1.21
SD .84 .90 .91 .50 .43 .43
Z -.50 -.19 .35 1.12 -1.05 -1.05

「－するので－してください」

M 1.23 1.54 3.17 1.31 1.07 1.14
SD .42 .88 .61 .47 .27 .36
Z -.60 -.30 1.28 -.52 -.75 -.68

「－してくれてありがとうございます」

M 3.61 1.39 2.94 2.31 1.43 4.00
SD .56 .51 .96 1.10 .65 .00
Z .68 -1.29 .09 -.47 -1.25 1.03

** p  < .01

F =94.28**
2=1>3>5=4=6

F =36.89**
4>3=2, 2>5=6,

2=1, 1=5=6

F =34.28**
6=1>3>4>5=2

F値
多重比較結果

1.誓願と
感謝(n=44)

2.誓願
(n=13)

3.取引
(n=52)

4.請願
(n=32)

5.非該当
(n=14)

6.感謝
(n=14)

F =95.19**
3>2=4=1=6=5

Table2 祈りの言葉の分類 

 

Table3 LOCと祈りの頻度・祈りの言葉の相関係数 
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A B 

C 

Fig 2 祈りの言葉と場面での具体的な言葉 

 

Fig 1 祈りの言葉と祈りの場面 
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「誓願と感謝」と関連がみられたのは，良い，

自分，家族と健康，必ず，目標，幸せであった。

他の祈り方には見られなかった傾向としてこ

れらの祈りの中で「自分」「家族」といった祈る

主体や祈ることにより利益を受ける者が明白

に示されていた。「感謝」は，（いつも）ありが

とうございます，感謝，過ごせる（過ごせます

ように），今日（今日もよろしくお願いします・

今日もありがとうございます），先祖（への感謝）

と関連がみられた。「誓願」は，受かる，叶える，

出るという語と関連がみられた。「取引」は，神

様，元気，見守る，手術と関連がみられた。「請

願」は，お願い，上手い（上手くいきますよう

に）と関連がみられた。 
最後に，祈りの言葉に関してクラスタごとに

自由記述の語尾を確認した。「誓願と感謝」では

共通の語尾は確認されなかったが「誓って祈る」

「必ずこうなるとの誓い」「強く思う」「できる」

などの誓いを立てた語尾が 18 件確認された。

「感謝」では「ありがとうございます」18 件，

「過ごせますように」8 件であった。「誓願」で

は「しますように」11 件，「どうか（どうか－お

願いします，どうか－しますように）」各 3 件で

あった。「取引」では「お願いします」9 件，「し

てください」6 件で，「請願」は「する（します

ように）22 件」であった。「非該当」では特定の

宗教の経文や定型語が確認された。 

考 察 

本研究の結果より，祈りは行為としては同じ

であっても様々な祈りの言葉によって構成さ

れていること，異なる祈りの言葉では祈りが生

じる場面やそれに付随して用いられる言葉の

傾向に違いが生じることが明らかとなった。さ

らに，LOC との関連から，これらの違いが個人

特性の影響によるものである可能性が示唆さ

れた。 
これまで，祈り手の祈りの言葉の特徴を整理

し心理的要因との関連について検討した研究

はない。祈りの分類の代表的研究である Poloma 
& Pendleton（1989）は，祈りで使用される言葉

や祈りの言葉と精神的健康の関連までは述べ

ていない。Poloma & Pendleton（1989）による祈

りの尺度には God や Bible などが項目内容の

大半に含まれ，キリスト教主導の文脈にとどま

っているといえる。本研究は，特定の宗教に依

拠していないため，一般の人々の日常生活の中

の祈りというものを捉えることを可能にした。 
また，内的統制が高いほど祈る頻度が高く

「－します」という誓いを立てた祈りをするこ

とが明らかになった。これは，個人によって祈

りの言葉は異なり，個人の特性が祈りの言葉の

語尾と関連していることを示唆している。以下，

仮説の支持・不支持について考察した後，問題

点や課題について述べる。 
 仮説 1 の内的統制が高いほど祈る傾向にある

に対する結果の概略を示し，検討を行う。LOC
と祈りの頻度を相関分析したところ内的統制

が高いほど祈ることが明らかとなった。したが

って仮説は支持された。 
仮説 2 の祈りの言葉の語尾と LOC の関連

（「－します」という祈りをする人は LOC の内

的統制が高い一方で，「－してください」という

祈りをする人は外的統制が高い。「－するので

－してください」「－してくれてありがとうご

ざいます」という祈りをする人は相関がみられ

ない）に対する結果の概略を示し，検討を行う。

祈りの言葉の語尾と LOC の相関分析を行った

結果，内的統制が高いほど，仮説通りである「－

します」という祈りに「－してくれてありがと

うございます」を併せた祈りをすることが分か

った。「－します」という祈りだけではなかった

ものの部分的に仮説は支持された。 
本研究では，6 つの祈りの言葉の語尾が確認

された。また，定型化されたフレーズを使用す

る儀礼的な祈りよりも，個人によって異なる祈

りの言葉で祈りが実践されていることが示さ

れた。特定の宗教で使用されている定型語や経

文であっても，祈り手によって，そこには感謝

が含有される場合や，誓願や請願といった異な

る形式の祈りであると認識されている可能性

がある。このことは，これまで 1 つのカテゴリ

として扱われてきた経文などは単なる宗教的

な言葉として捉えられるものではなく，個人が

どのようなものとして捉えているか，すなわち

どの祈りの言葉と認識して経文を唱えている

か考慮する必要があるといえる。 
「誓願」は，質問で教示していた「－します」

を表現していたが，この祈りを選択した回答者

の中には，自由記述による祈りの言葉で「－お

願いします」や「－しますように」といった，

一見「請願」に分類されるような祈りの言葉の
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語尾を使用していた。祈り手が自分の祈りをど

のように認知しているかということと，実際に

使われる祈りの言葉は相違している可能性が

ある。 
また，特に件数の多かった「－お願いします」

や「－しますように」は，超越的存在との双方

向コミュニケーションというよりも一方向の

要素が強いと思われる。このような祈りは特定

のエージェンシーを明確に想定せずとも成り

立つ祈りの形であると考えられ，新たな祈りの

言葉のカテゴリに含まれる可能性がある。先行

研究のように，宗教的枠組みの中で祈りを分類

するのではなく，特定の宗教から離れてあらゆ

る個人を対象に祈りの言葉に着目し，祈りが

人々の中でどのように機能しているか捉え直

すことが重要である。 
本研究で確認されたそれぞれの祈りの言葉

は一般書籍から抽出した祈りの言葉と一致す

る結果であり，祈りに関する一般書籍が多くの

人々に広く浸透していることの表れであると

もいえる。あるいは，一般の人々の祈り方を反

映した一般書籍が出版されているのかもしれ

ない。 
LOC と祈りの言葉に関して，LOC の内的統

制が高いほど「誓願と感謝」の祈りをしている

ことが明らかになった。この結果は，祈りが「－

してください」という超越的存在によって叶え

られるものという一般理解よりも，個人が苦悩

や困難などを乗り越えるために，心の拠り所と

して有益な役割を担っていることを示すもの

である。加えて「感謝」する傾向は，自分自身

だけで問題に立ち向かっているのではなく，超

越的な存在のサポートがある，つまり祈りが一

方向ではなく協働的な行為であると認識され

ていることを示唆しているといえる。内的統制

の傾向にある人は，統制の所在を自分に帰属す

るため問題が表出しにくい。また，問題に接近

する一方で現実との乖離に強いストレスを感

じる場合があるが（木下，2018），祈りはこのよ

うな内的統制のネガティブな側面を緩和する

効果があるのかもしれない。 
内的統制傾向にある人ほど「－します」と祈

るが，このような祈りの言葉と LOC の関連は，

異なる祈りの言葉では祈りにおいて内省的な

質の違いが生じることを示唆するものである。

例えば「誓願と感謝」の祈りでは，超越的存在

とのコミュニケーションに終わらず，それを通

して自分自身で乗り越えるための手段として

活用されている可能性もある。したがって，本

研究の祈りの定義である「自己や他者や世界の

存在の様態を自己の内面で変革しようとする

行為」（宇野，2014）として祈りが機能している

のかもしれない。一方，請願の祈りでは内向的

なコミュニケーションを含まないため，同じ内

省的な質を伴わないかもしれない。 
祈りの言葉の語尾が異なれば，祈る場面やそ

の場面での言葉にも異なる特徴的な傾向が見

られるということは，祈りの言葉によって心理

的作用が変化する可能性を示しているといえ

る。例えば「－します」という祈りは，比較的

スケールの大きい内容であり決意が現れた祈

りだった。このような祈りは，本望を達成する

ために自分自身も努力する，課題が自分のコン

トロール下にあると認識していると考えられ

るため，祈ることでより前向きな気持ちを得る

ことができ大きな課題に対しても取り組みや

すくなっているのかもしれない。一方で「－し

てください」という祈りは，身近な願いが多く

叶えてもらうことを前提とした要求型の祈り

であった。本望が叶えられるか否かは超越的存

在に委ねられていると考えられ，「－してくだ

さい」と祈ることでそうではない今を意識させ

られる祈りであるため苦しみを伴うかもしれ

ない。単に個人によって祈りの言葉が異なるこ

とを示しているだけでなく，このような傾向の

違いがその後の結果にも影響を及ぼす可能性

が考えられる。 
本研究は，祈りの効果のメカニズムに関わる

と推定される祈りの言葉と，祈りの言葉に関わ

ると推定される個人特性である LOC を取り入

れることで，従来の問題点であった祈りの実態

に即した研究を可能にし，祈りの効果のメカニ

ズムの解明が進むと期待される。 
本研究の問題点および課題は以下の 3 点であ

る。第 1 に，本研究では心理的要因として LOC
との関連のみを検討した。そのため，今後，影

響を与えていると考えられる他の個人特性を

測る尺度を適切に絞り込み，その尺度との関連

を検討する必要がある。第 2 に，祈りの言葉は

場面によって変わり得る可能性がある。本研究

では，最近，最も強く祈った場面について尋ね

ているため，その場面以外での祈りの言葉は異
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なる可能性がある。あらゆる場面での祈りの言

葉を把握するために，場面ごとに祈りの言葉が

異なるか調査を深める必要がある。第 3 に，祈

りの言葉を事前に設定したことである。本研究

では，「誓願と感謝」を除く 3 つの祈りの言葉で,  
事前のカテゴリでは設定されていない「－よう

に」という祈りの語尾が最も多く確認された。

祈り手の祈る言葉に対する認知と実際に使用

される言葉とのずれに注意して，探索的に祈り

の言葉のカテゴリ化を試みることが必要であ

る。 

利益相反 

本論文に関して開示すべき利益相反事項は

無い。 
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本研究は，個人の祈りの言葉の構造を明らかにし，祈りの言葉の違いが精神的健康にど

のような影響を及ぼすか検討するために一連の研究の手始めとして行われた。調査は

208 名(男性 112 人，女性 94 人，無回答 2 人，平均年齢 37.05 歳，標準偏差 15.12) を対

象に web 上で実施された。祈りの言葉をクラスタ分析した結果，合計 6 つの祈りのタ

イプ（誓願，請願，取引，感謝、「誓願・感謝」、非該当）に分類された。また，祈りの

頻度，祈りのタイプと LOC の相関分析を行ったところ，LOC の内的統制が高いほど祈

る頻度も高くなり、誓願の祈りをすることが明らかとなった。祈りのタイプと祈る場面，

各場面での具体的な言葉の対応分析を行ったところ，異なる祈りのタイプは場面や祈

りで使用される言葉にも異なる傾向が見られることが確認された。 
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